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【今月の特集インタビュ 】

代表 氏小石原 将夫
がんばってます!
遊絲舎(ゆうししゃ)

8

新年のごあいさつ
平成24年度人事異動について／国会議員懇談会／人事一元化に係る連合会の活動報告／
京都府産業功労者表彰受賞／平成23年度経営改善普及事業功労者等表彰受賞者
今月の特集インタビュー「がんばってます!」
あなたの会社にちょっとイイ話／エキスパート支援事例／
【告知】 第14回京の味めぐり・技くらべ展／『京のふるさと館』１月末で閉館／
企業広告の募集のお知らせ!!
こんなんどうですぅ～ 商工会員の「新商品」の紹介／
加入者増加大作戦!／シリーズ一筆啓上･･･京丹波町商工会長
『大商工祭』 を開催／むらおこし特産品コンテストで全国商工会連合会長賞受賞！／
すべての都道府県で地域別最低賃金額が改定されました／あなたのスキルはまだまだ伸ばせる！
シリーズ わがまち…宇治田原町
ネットde会計eco 京都 version／はじめてみませんか？ ネットで申告・納税！
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シリーズ わがまちシリ ズ 

～歴史ロマン溢れる
　　　　　お茶の里 宇治田原～
　皆さん、「七人の侍の誓い」を知っていますか？伊勢新九郎と他六人の侍が伊勢神宮において「この七人いかなることありとも不和の
ことあるべからざること。互いに助けをなして軍功を励まし、高名を極めむべし。また、一人も勝れて大名となるならば、残る人々は家人と
なりてその一人を取り立て、国をあまた治むべし。」 すなわち、七人の中で、だれか一人が出世した場合、残りの六名はその者の家臣と
なり協力して国を興そうではないかという伊勢神宮の神水で誓いをたてたというものです。
 伊勢新九郎とは後の北条早雲であり、なんとなんと！その六人の内三名がわが町宇治田原の出身であります。司馬遼太郎著書の「箱
根の坂」の冒頭にはわが町出身の三名の侍が宇治田原郷を舞台に現れます。三名の侍は、荒木、大道寺、山中氏です。宇治田原の地
名に荒木という地域があり、又、地名ではありませんが、大導寺という集落名が存在しており、その集落内に山中という家もあって、大道
寺氏は豊臣秀吉による小田原城陥落の折に断絶しますが、その後、徳川家康に保護され江戸時代には脈 と々引継がれます。
 本能寺の変の折に堺にいた徳川家康が山口城（宇治田原町郷之口）で休憩し、馬を換えて信楽街道を通り伊賀を経由して伊勢に入
り伊勢湾を渡って無事三河に到着した事は有名です。平成２３年の大河ドラマでも江と家康が馬に乗って伊賀を越えて伊勢に入る処
が画かれておりました。何か歴史のロマンを感じるとともに宇治田原から伊勢神宮に参拝すれば何かご利益があるかもしれません。
　宇治田原と言えば「日本緑茶発祥の地」であり、いつの日か司馬遼太郎作の「箱根の坂」で大河ドラマの第１回目の舞台に宇治田原
町が画かれる年を迎える事に乞うご期待下さい。

宇治田原町商工会主催　「第16回宇治田原四季フォトコンテスト」京都府商工会連合会長賞　受賞作品
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京
都
府

宇治田原町

経営支援課　山本まで
電話　075-314-7151

3タイプのサービスが選べます。
お申込みの際にお近くの商工会とご相談の上お選び下さい。
1.自計　　⇒全て自社で入力。リアルな収支がその場でわかる。
　　　　　　商工会とは会計情報共有しない。顧問税理士と ID 共有が可能。
2.自計代行⇒基本自社で入力するので、リアルな収支がその場でわかる、
　　　　　　商工会と情報共有し不明な部分は商工会に教えてもらう。
3. 記帳代行⇒全て商工会にお任せ。ただしリアルタイムな収支は掴めない。

クラウドサービスを利用しますのでソフトのインストールは不要です。
会計情報をリアルタイムで複数メンバーで共有できます。

　　例：事業所と商工会、社長さんと経理担当者等

IDとインターネット環境（IE6～8）さえあればどこからでもアクセス可
詳しいスペックはお問合せ下さい。

1．自計　2．自計代行共に導入サポートあり

利用料は各商工会にお問合せ下さい！

インターネットを利用して、
申告、申請・届出等ができます。
所得税の申告でe-Taxを
利用（電子証明書を取得した場合）すると…

はじめてみませんか？ ネットで申告・納税！

❶平成23年分は4,000円の
　税額控除
　 　（一定の要件あり）

❷還付金がスピーディー
❸添付書類の提出省略
　 　（一定の要件あり）

イータ君

イータ君

詳しくは、e-Taxホーム
ページをご覧ください。

e-Tax

ネットde会計エコ京都

商工会のサポートが受けられる　唯一の会計ソフト

ネットde会計eco 京都 version
あなたもやってみませんか？

詳しくは、お近くの商工会へお問合せ下さい。
　　　　　　　　　もしくは京都府商工会連合会

　仕訳に迷ったら画面に付箋をはってSOS。
商工会職員が付箋で折り返しお教えします。
（自計代行のみサポート） https://asp.kyoto-fsci .or. jp/

特
徴

下さい。
場でわかる

デモ画面で
お確かめ下さい。

宇治田原町

人権擁護啓発ポスター
コンクール

京都府商工会連合会長賞
八幡市立男山第二中学校1年

前川琴瑚さんの作品
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明けましておめでとうございます
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
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新
年 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、平
成
24
年
の
初
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
多
く
の
人
命
と
生
活
基
盤
を
消

失
し
、今
な
お
新
た
な
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
き
れ
な
い
方
々
が
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
近
畿
で
も
度
重
な
る
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、昨
年
は
、

ま
さ
し
く
天
災
に
見
舞
わ
れ
た一年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、日
本
の
人
々
の
他
人
を
思
い
や
る
心
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
強

さ
、危
機
に
直
面
し
た
と
き
の
団
結
力
な
ど
、日
本
人
の
素
晴
し
さ
が
世
界
各
国
に
報
道
さ

れ
る
な
ど
、日
本
製
品
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
が
な
ぜ
優
秀
な
の
か
を
改
め
て
世
界
の
人
た
ち

に
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
は
多
く
の
商
工
会
地
域
が
含
ま
れ
て
お
り
、震
災
直
後
か

ら
被
災
者
への
支
援
や
地
域
の
生
活
再
建
支
援
、原
発
事
故
の
賠
償
請
求
支
援
な
ど
商
工
会

が
行
政
と
と
も
に
果
た
し
た
役
割
に
つい
て
大
き
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
は
単
に
地
域
の
商
工
業
者
だ
け
の
組
織
で
は
な
く
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
役
割
を
果
た
し
、地
域
の
再
建
に
大
き
な
存
在
と
な
って
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
京
都
府
内
会
長
研
修
と
し
て
福
島
県
商
工
会
連
合
会
を
訪
問
し
、福
島
原

発
隣
接
の
商
工
会
長
か
ら
直
接
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、ま
す
ま
す
事
の
重
大
さ
、深

刻
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
地
域
は
、経
済
的
に
も
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、商
工
会
の
役
職

員
が一丸
と
な
って
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
守
って
い
く
こ
と
、そ
れ
が
地
元
と
と
も
に
歩
む
商

工
会
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

京
都
府
内
の
商
工
会
で
は
、本
年
４
月
１
日
か
ら
経
営
支
援
員
は
京
都
府
商
工
会
連
合

会
職
員
と
し
て
転
籍
す
る
、い
わ
ゆ
る
人
事
の一元
化
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
目
的
は
、商
工
会
員
の
高
度
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
、地
域
の
活
性
化
に
寄
与

で
き
る
人
材（
職
員
）を
養
成
し
、組
織
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

地
域
で
の「
絆
」を
大
切
に
し
な
が
ら
役
職
員
が一丸
と
な
っ
て
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
維
持
、

育
み
な
が
ら
様
々
な
事
業
に
取
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、京
都
府
を
始
め
各
市
町
村
、関
係
機

関
の
皆
様
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、皆
様
の
ご
健
勝
と
ま
す
ま
す
の
ご

繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

山
田
　
啓
二

京
都
府
知
事

　

府
民
の
皆
様
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。ま
た
、急
激
な
円

高
水
準
に
よ
る
経
済・雇
用
情
勢
の
さ
ら
な
る
悪
化
の
懸
念
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
問
題
な
ど

混
迷
の
時
代
を
迎
え
、現
在
、そ
し
て
将
来
に
対
し
て
の
不
安
が
私
た
ち
に
覆
い
被
さ
る
、ま

さ
に
試
練
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
変
な
年
に
、私
た
ち
は「
こ
こ
ろ
を
整
え
る
〜
文
化
発
心（
ほ
っ
し
ん
）」を
テ
ー
マ
に
、

「
第
26
回
国
民
文
化
祭・京
都
２
０
１
１
」を
開
催
し
ま
し
た
。大
震
災
の
犠
牲
者
に
対
す
る

鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
た
開
会
式
と
と
も
に
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
で
は
被
災
地
か
ら
参
加

い
た
だ
い
た
若
い
世
代
の
方
々
の
元
気
な
演
技
に
、私
た
ち
が
逆
に
励
ま
さ
れ
、勇
気
づ
け
ら

れ
る
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
の
こ
こ
ろ
」の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
問
い
直
し
、地
域
の「
絆
」を
強
め
る
中
で
次

の
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
開
催
し
た
こ
の
大
会
で
、若
い
世
代
が
生
き
生

き
と
力
を
発
揮
し
、大
き
な
活
躍
を
す
る
姿
に
、京
都
の
次
代
の
担
い
手
が
育
つ
確
か
な
手
ご

た
え
を
感
じ
ま
し
た
。こ
れ
が
、ま
さ
に
今
大
会
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
府
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、開
催
に
当
た
り
多
大
な
ご
尽
力
、ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、国
民
文
化
祭
で
培
っ
た「
絆
」を
し
っ
か
り
と
つ
な
ぎ
、今
こ
そ
互
い
が
思
い
や
り

の「
こ
こ
ろ
」を
寄
せ
合
い
、支
え
合
う
社
会
を
築
く
年
に
し
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

府
民
の
皆
様
と「
こ
こ
ろ
」を
ひ
と
つ
に
し
、京
都
か
ら
日
本
再
生
の
灯
り
を
と
も
し
て
い

く
た
め
に
も
、「
だ
れ
も
が
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
希
望
の
京
都
」を
実
現
す
る
た
め
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、防
災
対
策
な
ど
皆
様
の
生
命
と
暮

ら
し
を
し
っ
か
り
と
守
る
た
め
の
課
題
に
速
や
か
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、沓
掛・大
山
崎
間

の
開
通
を
控
え
る
京
都
縦
貫
自
動
車
道
や
鉄
道
、港
湾
な
ど
府
域
の
内
外
を
結
ぶ
交
流
基

盤
の
整
備
、ま
た
、京
都
舞
鶴
港
を
核
に
海
外
を
含
め
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
な
ど
、地

域
発
展
の
基
盤
づ
く
り
を
背
景
に
、京
都
の
活
力
の
源
で
あ
る
中
小
企
業
支
援
や
農
林
水

産
業
の
競
争
力
強
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
団
体
の
皆
様
の
力

を
融
合
し
て
、地
域
お
こ
し
、環
境・貧
困
問
題
と
いっ
た
社
会
的
課
題
に
立
ち
向
か
う
総
合

的
施
策
を
推
進
す
る
な
ど
、京
都
な
ら
で
は
の
オ
ー
ル
京
都
体
制
で
、明
日
に
挑
戦
す
る
府

民
の
皆
様
の
生
活
を
全
力
で
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

困
難
に
直
面
し
て
い
る
今
こ
そ
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、京
都
か
ら
日
本
再
生
へ

の
歩
み
を
進
め
、日
本
全
体
を
明
る
く
元
気
に
、辰
年
を
立
つ
年
に
、飛
龍
の
ご
と
く
、飛
躍
の

年
に
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の一年
の
、皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

嶋田　善久
山下　昌行
河原　正秀
邑楽　吉計
稲村　正樹
堀口　　孝
小川　幸一
播磨 余士行
山本　　貢
藤原　久博
森岡 喜美雄
松井　克夫

和束町商工会
精華町商工会
南山城村商工会
京北商工会
南丹市商工会
京丹波町商工会
福知山市商工会
与謝野町商工会
伊根町商工会
京丹後市商工会
京都府商工会青年部連合会
京都府商工会女性部連合会
京都府商工会連合会

会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
専務理事

向日市商工会
長岡京市商工会
八幡市商工会
大山崎町商工会
久御山町商工会
京田辺市商工会
井手町商工会
宇治田原町商工会
木津川市木津町商工会
木津川市山城町商工会
木津川市加茂町商工会
笠置町商工会

村城　利雄
島田　正則
大久保 徳己
石浦　　紀
武田　晏和
田畑　修一
衣川　倫夫
安田　光孝
濱野 儀一郎
沖田　康彦
宮木 猛
松井　惠子

（連合会副会長） （連合会副会長）

（連合会副会長）

（連合会会長）

「
こ
こ
ろ
」を
ひ
と
つ
に　

京
都
か
ら
日
本
を
元
気
に

絆
の
大
切
さ
と
地
域
の
繁
栄
を
め
ざ
し
て

大槻　康博・職員一同

　昨年 11 月 24 日、東京都内において、京都府内
商工会地域選出の国会議員と府内商工会長との
懇談会が行われました。厳しい経済情勢等を踏ま
えた施策の実現にむけて、国会議員の方々に要望
するとともに、
闊達な意見が
交わされまし
た。民主党議
員は両院議員
懇談会終了後
に出席されま
した。

国会議員懇談会

組織支援課

中小企業庁長官表彰

平成23年度経営改善普及事業功労者等表彰受賞者

全国商工会連合会長表彰

平成23年11月24日開催の第51回商工会全国大会において、経営改善普及事業に関する功労者として、次の方々が表彰されました。

京都府産業
功労者表彰受賞

優良青年部 長岡京市商工会青年部
役員功労者 木津川市木津町商工会 会　長 山本 貢 木津川市木津町商工会 副会長 廣川 詔充
 木津川市山城町商工会 副会長 森川 喜昭 木津川市山城町商工会 監　事 三谷 雅英
女性部功労者 与謝野町商工会女性部 部　長 廣野 優子
優良常勤役職員 木津川市山城町商工会 経営支援員 宮本 めぐみ 木津川市木津町商工会 一般職員  駒 百子

南丹市商工会 副会長

京北商工会 元女性部長

久御山町商工会 会長

大山崎町商工会 前会長

丹後織物工業組合 先染代表理事

　　　　（五十音順、敬称略）

 芦田 哲夫 

 一瀬 裕子 

 稲村 正樹 

 五島 正則 

 三宅 貞夫 

役員功労者 向日市商工会 監　事 岩野 祥一 木津川市山城町商工会 理　事 七条 孝之
 南丹市商工会 会　長 武田 晏和 和束町商工会 理　事 東 芳則
 南丹市商工会 副会長 芦田 哲夫 和束町商工会 理　事 和所 繁夫
 南丹市商工会　 副会長 片山 誠治 和束町商工会 理　事 長西 朋治
 井手町商工会 理　事 八木 一雄 与謝野町商工会 理　事 石間 武
 井手町商工会 理　事 丸山 俊也 与謝野町商工会 理　事 荻野 雅生
 木津川市山城町商工会 副会長 大森 好一 与謝野町商工会 監　事 上田 東
 木津川市山城町商工会 理　事 太田 光昭
青年部功労者 南丹市商工会 元部長 塩貝 孝之
優良常勤役職員 井手町商工会 事務局長 明田 実鶴 木津川市加茂町商工会 経営支援員 坊 直光
 精華町商工会 経営支援員 石原 順 木津川市木津町商工会 一般職員 永岡 ヒサへ
 京都府商工会連合会 商工会指導員 西出 英人

京都府産業功労者表彰受賞者

KKRホテル東京にて

　平成23年度の京都府産業功
労者として、11月15日に京都府
公館において山田啓二京都府知
事より表彰されました。 
商工会関係者は次のとおりです。

　去る11月24日に行われた商工会全国大会の後、平成23年度第3回京都府商工会

会長会議を開催しました。会議では平成24年度から実施する商工会・商工会連合会

職員の人事一元化後、最初に実施する人事異動のために策定した「平成24年度人事

異動要綱」について、連合会からも商工会長の皆様にお伝えし、人事異動意向調査

票等の提出についてお願いをしたところです。

経営支援員の人事異動は、会員の皆様に対す

る支援能力の向上が大きな目的の一つです。

皆様のご期待・ニーズに応えられる職員育成を

目指してまいりますので、ご理解の程よろしくお

願いします。

平成24年度人事異動について

谷垣衆議院議員との懇談

事業推進優良商工会　商工会法施行50周年特別枠部門（巡回訪問強化）　木津川市加茂町商工会

向日市役所にて 久御山町役場にて 南山城村役場にて

組織支援課

　11月14日に久嶋向日市市長を嶋田向日市商工会長が髙橋副会長、橋本副会長とともに、11月28日には坂本久御山町町長
を稲村久御山町商工会会長が西村副会長、田中副会長とともに、12月6日には手仲南山城村村長を平沼南山城村商工会副
会長が、それぞれ訪問しました。訪問の目的の一つは、人事一元化後も市町村から商工会への変わらぬご支援を得ることで
した。首長の皆様から変わらぬご支援をいただける主旨のご回答をいただきました。
　訪問に際しては、連合会役職員も同席いたしました。

人事一元化に係る連合会の活動報告

（敬称略）
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明けましておめでとうございます
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長

沖
田
　
康
彦

京
都
府
商
工
会
連
合
会

                

会
長

　

新
年 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、平
成
24
年
の
初
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
多
く
の
人
命
と
生
活
基
盤
を
消

失
し
、今
な
お
新
た
な
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
き
れ
な
い
方
々
が
数
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
近
畿
で
も
度
重
な
る
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、昨
年
は
、

ま
さ
し
く
天
災
に
見
舞
わ
れ
た一年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、日
本
の
人
々
の
他
人
を
思
い
や
る
心
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
強

さ
、危
機
に
直
面
し
た
と
き
の
団
結
力
な
ど
、日
本
人
の
素
晴
し
さ
が
世
界
各
国
に
報
道
さ

れ
る
な
ど
、日
本
製
品
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
が
な
ぜ
優
秀
な
の
か
を
改
め
て
世
界
の
人
た
ち

に
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
は
多
く
の
商
工
会
地
域
が
含
ま
れ
て
お
り
、震
災
直
後
か

ら
被
災
者
への
支
援
や
地
域
の
生
活
再
建
支
援
、原
発
事
故
の
賠
償
請
求
支
援
な
ど
商
工
会

が
行
政
と
と
も
に
果
た
し
た
役
割
に
つい
て
大
き
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
は
単
に
地
域
の
商
工
業
者
だ
け
の
組
織
で
は
な
く
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
役
割
を
果
た
し
、地
域
の
再
建
に
大
き
な
存
在
と
な
って
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
京
都
府
内
会
長
研
修
と
し
て
福
島
県
商
工
会
連
合
会
を
訪
問
し
、福
島
原

発
隣
接
の
商
工
会
長
か
ら
直
接
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、ま
す
ま
す
事
の
重
大
さ
、深

刻
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
地
域
は
、経
済
的
に
も
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、商
工
会
の
役
職

員
が一丸
と
な
って
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
守
って
い
く
こ
と
、そ
れ
が
地
元
と
と
も
に
歩
む
商

工
会
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

京
都
府
内
の
商
工
会
で
は
、本
年
４
月
１
日
か
ら
経
営
支
援
員
は
京
都
府
商
工
会
連
合

会
職
員
と
し
て
転
籍
す
る
、い
わ
ゆ
る
人
事
の一元
化
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
目
的
は
、商
工
会
員
の
高
度
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
、地
域
の
活
性
化
に
寄
与

で
き
る
人
材（
職
員
）を
養
成
し
、組
織
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

地
域
で
の「
絆
」を
大
切
に
し
な
が
ら
役
職
員
が一丸
と
な
っ
て
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
維
持
、

育
み
な
が
ら
様
々
な
事
業
に
取
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、京
都
府
を
始
め
各
市
町
村
、関
係
機

関
の
皆
様
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、皆
様
の
ご
健
勝
と
ま
す
ま
す
の
ご

繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

山
田
　
啓
二

京
都
府
知
事

　

府
民
の
皆
様
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。ま
た
、急
激
な
円

高
水
準
に
よ
る
経
済・雇
用
情
勢
の
さ
ら
な
る
悪
化
の
懸
念
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
問
題
な
ど

混
迷
の
時
代
を
迎
え
、現
在
、そ
し
て
将
来
に
対
し
て
の
不
安
が
私
た
ち
に
覆
い
被
さ
る
、ま

さ
に
試
練
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
変
な
年
に
、私
た
ち
は「
こ
こ
ろ
を
整
え
る
〜
文
化
発
心（
ほ
っ
し
ん
）」を
テ
ー
マ
に
、

「
第
26
回
国
民
文
化
祭・京
都
２
０
１
１
」を
開
催
し
ま
し
た
。大
震
災
の
犠
牲
者
に
対
す
る

鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
た
開
会
式
と
と
も
に
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
で
は
被
災
地
か
ら
参
加

い
た
だ
い
た
若
い
世
代
の
方
々
の
元
気
な
演
技
に
、私
た
ち
が
逆
に
励
ま
さ
れ
、勇
気
づ
け
ら

れ
る
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
の
こ
こ
ろ
」の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
問
い
直
し
、地
域
の「
絆
」を
強
め
る
中
で
次

の
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
開
催
し
た
こ
の
大
会
で
、若
い
世
代
が
生
き
生

き
と
力
を
発
揮
し
、大
き
な
活
躍
を
す
る
姿
に
、京
都
の
次
代
の
担
い
手
が
育
つ
確
か
な
手
ご

た
え
を
感
じ
ま
し
た
。こ
れ
が
、ま
さ
に
今
大
会
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
府
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、開
催
に
当
た
り
多
大
な
ご
尽
力
、ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、国
民
文
化
祭
で
培
っ
た「
絆
」を
し
っ
か
り
と
つ
な
ぎ
、今
こ
そ
互
い
が
思
い
や
り

の「
こ
こ
ろ
」を
寄
せ
合
い
、支
え
合
う
社
会
を
築
く
年
に
し
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

府
民
の
皆
様
と「
こ
こ
ろ
」を
ひ
と
つ
に
し
、京
都
か
ら
日
本
再
生
の
灯
り
を
と
も
し
て
い

く
た
め
に
も
、「
だ
れ
も
が
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
希
望
の
京
都
」を
実
現
す
る
た
め
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、防
災
対
策
な
ど
皆
様
の
生
命
と
暮

ら
し
を
し
っ
か
り
と
守
る
た
め
の
課
題
に
速
や
か
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、沓
掛・大
山
崎
間

の
開
通
を
控
え
る
京
都
縦
貫
自
動
車
道
や
鉄
道
、港
湾
な
ど
府
域
の
内
外
を
結
ぶ
交
流
基

盤
の
整
備
、ま
た
、京
都
舞
鶴
港
を
核
に
海
外
を
含
め
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
な
ど
、地

域
発
展
の
基
盤
づ
く
り
を
背
景
に
、京
都
の
活
力
の
源
で
あ
る
中
小
企
業
支
援
や
農
林
水

産
業
の
競
争
力
強
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
団
体
の
皆
様
の
力

を
融
合
し
て
、地
域
お
こ
し
、環
境・貧
困
問
題
と
いっ
た
社
会
的
課
題
に
立
ち
向
か
う
総
合

的
施
策
を
推
進
す
る
な
ど
、京
都
な
ら
で
は
の
オ
ー
ル
京
都
体
制
で
、明
日
に
挑
戦
す
る
府

民
の
皆
様
の
生
活
を
全
力
で
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

困
難
に
直
面
し
て
い
る
今
こ
そ
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、京
都
か
ら
日
本
再
生
へ

の
歩
み
を
進
め
、日
本
全
体
を
明
る
く
元
気
に
、辰
年
を
立
つ
年
に
、飛
龍
の
ご
と
く
、飛
躍
の

年
に
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の一年
の
、皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

嶋田　善久
山下　昌行
河原　正秀
邑楽　吉計
稲村　正樹
堀口　　孝
小川　幸一
播磨 余士行
山本　　貢
藤原　久博
森岡 喜美雄
松井　克夫

和束町商工会
精華町商工会
南山城村商工会
京北商工会
南丹市商工会
京丹波町商工会
福知山市商工会
与謝野町商工会
伊根町商工会
京丹後市商工会
京都府商工会青年部連合会
京都府商工会女性部連合会
京都府商工会連合会

会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
専務理事

向日市商工会
長岡京市商工会
八幡市商工会
大山崎町商工会
久御山町商工会
京田辺市商工会
井手町商工会
宇治田原町商工会
木津川市木津町商工会
木津川市山城町商工会
木津川市加茂町商工会
笠置町商工会

村城　利雄
島田　正則
大久保 徳己
石浦　　紀
武田　晏和
田畑　修一
衣川　倫夫
安田　光孝
濱野 儀一郎
沖田　康彦
宮木 猛
松井　惠子

（連合会副会長） （連合会副会長）

（連合会副会長）

（連合会会長）

「
こ
こ
ろ
」を
ひ
と
つ
に　

京
都
か
ら
日
本
を
元
気
に

絆
の
大
切
さ
と
地
域
の
繁
栄
を
め
ざ
し
て

大槻　康博・職員一同

　昨年 11 月 24 日、東京都内において、京都府内
商工会地域選出の国会議員と府内商工会長との
懇談会が行われました。厳しい経済情勢等を踏ま
えた施策の実現にむけて、国会議員の方々に要望
するとともに、
闊達な意見が
交わされまし
た。民主党議
員は両院議員
懇談会終了後
に出席されま
した。

国会議員懇談会

組織支援課

中小企業庁長官表彰

平成23年度経営改善普及事業功労者等表彰受賞者

全国商工会連合会長表彰

平成23年11月24日開催の第51回商工会全国大会において、経営改善普及事業に関する功労者として、次の方々が表彰されました。

京都府産業
功労者表彰受賞

優良青年部 長岡京市商工会青年部
役員功労者 木津川市木津町商工会 会　長 山本 貢 木津川市木津町商工会 副会長 廣川 詔充
 木津川市山城町商工会 副会長 森川 喜昭 木津川市山城町商工会 監　事 三谷 雅英
女性部功労者 与謝野町商工会女性部 部　長 廣野 優子
優良常勤役職員 木津川市山城町商工会 経営支援員 宮本 めぐみ 木津川市木津町商工会 一般職員  駒 百子

南丹市商工会 副会長

京北商工会 元女性部長

久御山町商工会 会長

大山崎町商工会 前会長

丹後織物工業組合 先染代表理事

　　　　（五十音順、敬称略）

 芦田 哲夫 

 一瀬 裕子 

 稲村 正樹 

 五島 正則 

 三宅 貞夫 

役員功労者 向日市商工会 監　事 岩野 祥一 木津川市山城町商工会 理　事 七条 孝之
 南丹市商工会 会　長 武田 晏和 和束町商工会 理　事 東 芳則
 南丹市商工会 副会長 芦田 哲夫 和束町商工会 理　事 和所 繁夫
 南丹市商工会　 副会長 片山 誠治 和束町商工会 理　事 長西 朋治
 井手町商工会 理　事 八木 一雄 与謝野町商工会 理　事 石間 武
 井手町商工会 理　事 丸山 俊也 与謝野町商工会 理　事 荻野 雅生
 木津川市山城町商工会 副会長 大森 好一 与謝野町商工会 監　事 上田 東
 木津川市山城町商工会 理　事 太田 光昭
青年部功労者 南丹市商工会 元部長 塩貝 孝之
優良常勤役職員 井手町商工会 事務局長 明田 実鶴 木津川市加茂町商工会 経営支援員 坊 直光
 精華町商工会 経営支援員 石原 順 木津川市木津町商工会 一般職員 永岡 ヒサへ
 京都府商工会連合会 商工会指導員 西出 英人

京都府産業功労者表彰受賞者

KKRホテル東京にて

　平成23年度の京都府産業功
労者として、11月15日に京都府
公館において山田啓二京都府知
事より表彰されました。 
商工会関係者は次のとおりです。

　去る11月24日に行われた商工会全国大会の後、平成23年度第3回京都府商工会

会長会議を開催しました。会議では平成24年度から実施する商工会・商工会連合会

職員の人事一元化後、最初に実施する人事異動のために策定した「平成24年度人事

異動要綱」について、連合会からも商工会長の皆様にお伝えし、人事異動意向調査

票等の提出についてお願いをしたところです。

経営支援員の人事異動は、会員の皆様に対す

る支援能力の向上が大きな目的の一つです。

皆様のご期待・ニーズに応えられる職員育成を

目指してまいりますので、ご理解の程よろしくお

願いします。

平成24年度人事異動について

谷垣衆議院議員との懇談

事業推進優良商工会　商工会法施行50周年特別枠部門（巡回訪問強化）　木津川市加茂町商工会

向日市役所にて 久御山町役場にて 南山城村役場にて

組織支援課

　11月14日に久嶋向日市市長を嶋田向日市商工会長が髙橋副会長、橋本副会長とともに、11月28日には坂本久御山町町長
を稲村久御山町商工会会長が西村副会長、田中副会長とともに、12月6日には手仲南山城村村長を平沼南山城村商工会副
会長が、それぞれ訪問しました。訪問の目的の一つは、人事一元化後も市町村から商工会への変わらぬご支援を得ることで
した。首長の皆様から変わらぬご支援をいただける主旨のご回答をいただきました。
　訪問に際しては、連合会役職員も同席いたしました。

人事一元化に係る連合会の活動報告

（敬称略）
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エキスパートに関するお問い合せ　商工会相談窓口まで

　当会は整体と結婚相談所を併設していますが、看板は｢整体　body Care Room｣だけ。お客様
には近所の方に知られず婚活ができると好評ですが、集客は口コミに頼っていました。もっと若い方
に当会を利用して頂くための集客ツールとして、ブログを活用することにしましたが、思ったような効果
は中々上がりませんでした。

　そこで南丹市商工会園部支所の西村経営支援員に相談したところ、エキスパートバンクを活用した専門家派遣を奨めてもらいました。
　それまでブログには、「最適な方をご紹介」「親身なアドバイス」など当会の特長と思われることを書いてきましたが、エキスパートの先生からは
「ブログであれ、ホームページであれ、お客様に利用いただこうと思えば、一般的な特徴ではなく、当会を利用することでお客様の未来がどのよ
うに輝くのか、その「幸福の縮図」がイメージできる情報を提供することが大事です」と助言いただきました。
　集客のポイントは当会が提供できるサービスを書くのではなく、このサービスがお客様にとってどんな喜びにつながる
のかを提案できるかどうかだと深く納得しました。

　エキスパートバンクの専門家は、単なるIT機能の説明ではなく、支援先企業さまの“思い”ITを活用して
「伝える」ことにポイントを置き、きれいなHPではなくお客様からの購買につながるIT活用を支援します。

仲人おばさんの会
エキスパート支援事例

～京都府商工会連合会から～

『京都府商工会連合会ホームページ』及び機関紙『京都商工連だより』に企業の広告募集をしています。
｢企業紹介及びイメージアップ｣｢業務紹介｣｢商品紹介｣等にご活用下さい。

企業広告の募集のお知らせ!!

 　 京都府商工会連合会ホームページ 　　　 機関紙『京都商工連だより』 
掲 載 期 間 １枠／１ヶ月掲載  （月初日～月末日） １単位／１回掲載 
  天地：６０ピクセル  縦：６５ｍｍ
掲 載 規 格 １枠 左右：１５０ピクセル １単位 横：９２ｍｍ
  形式：ＧＩＦ  オフセット４色刷
広 告 掲 載 料 15,000円／１枠／１ヶ月  （参考） 15,000円／１単位／１回 
申込時期・方法 当会指定の様式により、指定する日までに申込み   

お問い合せ・お申込みは、連合会経営支援課　075-314-7151（担当：山本）

　申込みの際は、ホームページ
掲載の広告要領等をご覧下さい。
　なお、申込みの掲載に対しては
当会規程による審査があり、ご希
望に添えない場合があります。

遊絲舎

経営支援員のメッセージ

〒629-3102 京丹後市網野町下岡610　TEL.0772-72-2677　FAX.0772-72-5552　http://www.fujifu.jp/

小石原 将夫
遊絲舎(ゆうししゃ)

き
っ
か
け
は
テ
レ
ビ
番
組

伝
承
活
動
に
力
を
注
ぐ

　

２
０
１
１
年
９
月
、パ
リ
に
て
開
催
さ

れ
た
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
て
、

日
本
代
表
と
し
て
ひ
と
き
わ
注
目
を
浴

び
た
ブ
ー
ス
が
あ
っ
た『
遊
絲
舎
』。京
丹

後
の
地
で
、藤
布
と
絹
織
物
を
融
合
さ
せ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
タ
イ
ル
製
品
を
藤

の
糸
づ
く
り
か
ら
自
社
一
貫
で
生
み
出
す

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

　

遊
絲
舎
は
も
と
も
と
地
元
・
京
丹
後
で

名
産
の
絹
織
物「
丹
後
ち
り
め
ん
」を
扱

う
老
舗
・
小
石
嘉
織
物
の
子
会
社
と
し
て

誕
生
し
た
。同
社
の
代
表
を
務
め
る
小
石

原
氏
が
藤
布
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
１
９

８
５
年
。テ
レ
ビ
番
組
を
通
じ
て
の
出
会

い
だ
っ
た
。「
先
祖
代
々
シ
ル
ク
製
造
一
筋

で
し
た
が
、縄
文
時
代
に
使
わ
れ
た
藤
布

を
手
間
暇
か
け
て
つ
く
り
続
け
て
い
る
女

性
達
の
姿
に
感
銘
を
受
け
た
。ず
っ
と
携

わ
っ
て
き
た
織
物
の
原
点
を
学
び
た
い
、

代表

かつて縄文時代に衣服の生地として使われた「藤布(ふじふ)」を使った
オリジナル商品を藤の糸づくりから一貫して行う「遊絲舎」。
藤布と絹を織り合わせた独自のテキスタイルが評価を受け、
繊維業界のオリンピック、プルミエール・ヴィジョンに出展するまでに成長した。

氏

古
代
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

　
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
！

そ
し
て
伝
統
を
途
絶
え
さ
せ
て
は
い
け
な

い
と
思
っ
た
」と
い
う
。す
ぐ
に
女
性
達
が

い
る
宮
津
市
上
世
屋
を
訪
ね
た
小
石
原

氏
は
、現
地
で
そ
の
工
程
を
体
験
し
、さ

ら
に
本
腰
を
入
れ
て
技
術
を
習
得
す
る

た
め
、女
性
た
ち
の
伝
承
者
を
中
心
と
し

た
講
習
会
に
参
加
。四
苦
八
苦
し
な
が
ら

も
、手
間
暇
を
惜
し
ま
な
い
昔
な
が
ら
の

工
程
を
マ
ス
タ
ー
し
た
。１
９
８
９
年
に

は
自
分
達
が
新
た
な
伝
承
の
担
い
手
に
な

ろ
う
と
藤
織
り
保
存
会
を
設
立
。体
得

し
た
技
術
を
様
々
な
人
に
伝
え
る
場
を

増
や
し
て
い
っ
た
。し
か
し
、次
第
に
小
石

原
氏
は
藤
布
の
伝
承
活
動
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
広
く
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
も
の
づ
く
り
が
し
た
い
と
、藤
布

と
絹
を
融
合
し
た
製
品
の
商
品
化
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
。そ
れ
が「
遊
絲
舎
」の
始

ま
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

上
品
で
華
や
か
な
も
の
か
ら
幾
何
学

的
な
柄
ま
で
多
彩
に
表
現
し
な
が
ら
、天

然
素
材
な
ら
で
は
の
古
色
蒼
然
と
し
た

味
わ
い
を
十
分
に
引
き
出
す
遊
絲
舎
の

藤
布
。な
ん
と
い
っ
て
も
魅
力
は
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
品
な
ら
で
は
の
着
心
地
や
使
い

勝
手
の
良
さ
、顧
客
ひ
と
り
ひ
と
り
の
要

望
に
応
え
た
デ
ザ
イ
ン
性
な
ど
に
あ
る
。

　

帯
を
は
じ
め
巾
着
や
財
布
な
ど
小
物

類
ま
で
様
々
な
製
品
を
生
み
出
し
て
き
た

小
石
原
氏
は
使
う
人
に
愛
着
を
持
っ
て
も

ら
い
、長
く
使
い
込
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
る
。手
作
業
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
つ

く
り
あ
げ
る
遊
絲
舎
だ
か
ら
こ
そ
、客
の

心
に
響
く
商
品
を
生
み
出
せ
る
の
だ
。

　

着
々
と
形
と
な
っ
て
き
た
遊
絲
舎
の
商

品
開
発
も
、当
初
は
求
め
ら
れ
る
製
品
が

具
体
的
に
わ
か
ら
ず
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
た
。開
発
に
は
手
間
と
お
金
だ

け
が
嵩
み
、藤
布
だ
け
で
は
全
売
上
の
１

％
に
し
か
満
た
な
い
状
況
。周
囲
か
ら
も

道
楽
と
し
か
思
わ
れ
ず
、肩
身
の
狭
い
思

い
が
続
い
た
と
い
う
。そ
ん
な
時
、転
機
と

な
っ
た
の
は
奈
良
で
開
催
し
た
個
展
だ
っ

た
。市
場
か
ら
消
え
か
け
て
い
た
稀
少
な

藤
布
製
品
は
予
想
以
上
の
注
目
を
集
め
、

話
題
を
聞
き
つ
け
た
バ
イ
ヤ
ー
ま
で
も
が

訪
れ
た
と
い
う
。こ
の
出
会
い
を
き
っ
か
け

に
、有
名
な
展
示
会
に
出
展
す
る
機
会
が

あ
り
、そ
こ
で
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
良
さ

に
気
が
付
い
た
。

　

元
々
、小
石
原
氏
は
、素
材
確
保
の
困

難
や
、オ
ー
ル
手
作
業
で
の
生
産
を
理

由
に
、藤
布
は
卸
販
売
に
は
向
か
な
い

と
感
じ
て
い
た
。実
際
に
会
っ
て
、オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
品
を
つ
く
る
方
が
、こ
の

稀
少
な
伝
統
布
に
は
適
し
て
い
る
と
気

づ
い
た
の
だ
。

　
｢

現
在
で
は
百
貨
店
の
職
人
展
や
京
都

物
産
展
な
ど
に
出
展
し
て
様
々
な
お
客

様
に
触
れ
合
う
機
会
が
増
え
ま
し
た
。地

元
の
店
舗
で
は
、ツ
ア
ー
で
京
丹
後
を
訪

れ
る
団
体
客
か
ら
の
見
学
・
体
験
の
申
し

込
み
が
増
え
て
い
て
、店
舗
販
売
も
少
し

ず
つ
芽
が
出
て
き
た
所
で
す
。」小
石
原
氏

は
満
面
の
笑
み
で
語
っ
て
く
れ
た
。い
ま

や
売
上
の
殆
ど
が
藤
布
製
品
で
占
め
る

と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

藤
布
に
適
し
た

セ
ー
ル
ス
が
成
功
へ
導
く
！

今月の特集インタビュー

がんばってます!

　小石原さんは平成１７年から当連合会が実施
したＪＡＰＡＮブランド育成支援事業への参加を
契機に欧州への進出を果たし、今回、大手メゾン
バイヤーからの推薦による「プルミエール・ヴィジ
ョン・プリュリエル」への招待出展という栄誉を勝
ち取りました。これからも伝承者で京もの認定工
芸士である長男の充保さんとともに自然と調和し
た「丹後藤布」を引き続き海外にアピールし、あわ
せて国内需要にも繋げてほしいと期待しています。

岡経営支援員
1本1本手作業で織り成す

プルミエール・ヴィジョンの様子

遊絲舎

遊
絲
舎
の
世
界
進
出
や
、

藤
栽
培
の
取
組
み
に
つ
い
て
は

w
e
b
で
じ
っ
く
り
お
読
み
下
さ
い
。

京都商工連だより

掲載対象企業　　商工会員　　本会特別会員　　中小企業団体 等

http://biz.kyoto-fsci.or.jp

平成24年１月11日（水）～17日（火）
　午前10時～午後8時（最終日閉場　午後5時）
㈱大丸松坂屋百貨店
大丸京都店７階催会場にて

府内商工会から
隠れた「逸品」や
「特産品」を出展！

第14回～丹後・丹波・山城～
京の味めぐり・技くらべ展

成 年

第
京近日開催告知

お誘い合わせの上、
多数ご来場ください。
お待ちしております。

『京のふるさと館』１月末で閉館　ご協力ありがとうございました。
　昨年５月右京区嵐山に開設しました「京のふるさと館」は本年１月末を以って閉館いたします。当館は府内商工会地域特産品のアンテナショップ兼
観光情報発信基地として、京都を訪れる観光客の方々に府内商工会地域の魅力を伝えてきました。
　現在は東北復興産品販売にも力を入れています。会期は残り僅かですが、お近くにお越しの際は是非一度お立ち寄りください。

お問い合わせ　調査役付（販路開拓担当） 
岡村 075-314-7151
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　当会は整体と結婚相談所を併設していますが、看板は｢整体　body Care Room｣だけ。お客様
には近所の方に知られず婚活ができると好評ですが、集客は口コミに頼っていました。もっと若い方
に当会を利用して頂くための集客ツールとして、ブログを活用することにしましたが、思ったような効果
は中々上がりませんでした。

　そこで南丹市商工会園部支所の西村経営支援員に相談したところ、エキスパートバンクを活用した専門家派遣を奨めてもらいました。
　それまでブログには、「最適な方をご紹介」「親身なアドバイス」など当会の特長と思われることを書いてきましたが、エキスパートの先生からは
「ブログであれ、ホームページであれ、お客様に利用いただこうと思えば、一般的な特徴ではなく、当会を利用することでお客様の未来がどのよ
うに輝くのか、その「幸福の縮図」がイメージできる情報を提供することが大事です」と助言いただきました。
　集客のポイントは当会が提供できるサービスを書くのではなく、このサービスがお客様にとってどんな喜びにつながる
のかを提案できるかどうかだと深く納得しました。

　エキスパートバンクの専門家は、単なるIT機能の説明ではなく、支援先企業さまの“思い”ITを活用して
「伝える」ことにポイントを置き、きれいなHPではなくお客様からの購買につながるIT活用を支援します。

仲人おばさんの会
エキスパート支援事例

～京都府商工会連合会から～

『京都府商工会連合会ホームページ』及び機関紙『京都商工連だより』に企業の広告募集をしています。
｢企業紹介及びイメージアップ｣｢業務紹介｣｢商品紹介｣等にご活用下さい。

企業広告の募集のお知らせ!!

 　 京都府商工会連合会ホームページ 　　　 機関紙『京都商工連だより』 
掲 載 期 間 １枠／１ヶ月掲載  （月初日～月末日） １単位／１回掲載 
  天地：６０ピクセル  縦：６５ｍｍ
掲 載 規 格 １枠 左右：１５０ピクセル １単位 横：９２ｍｍ
  形式：ＧＩＦ  オフセット４色刷
広 告 掲 載 料 15,000円／１枠／１ヶ月  （参考） 15,000円／１単位／１回 
申込時期・方法 当会指定の様式により、指定する日までに申込み   

お問い合せ・お申込みは、連合会経営支援課　075-314-7151（担当：山本）

　申込みの際は、ホームページ
掲載の広告要領等をご覧下さい。
　なお、申込みの掲載に対しては
当会規程による審査があり、ご希
望に添えない場合があります。

遊絲舎

経営支援員のメッセージ

〒629-3102 京丹後市網野町下岡610　TEL.0772-72-2677　FAX.0772-72-5552　http://www.fujifu.jp/

小石原 将夫
遊絲舎(ゆうししゃ)

き
っ
か
け
は
テ
レ
ビ
番
組

伝
承
活
動
に
力
を
注
ぐ

　

２
０
１
１
年
９
月
、パ
リ
に
て
開
催
さ

れ
た
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
て
、

日
本
代
表
と
し
て
ひ
と
き
わ
注
目
を
浴

び
た
ブ
ー
ス
が
あ
っ
た『
遊
絲
舎
』。京
丹

後
の
地
で
、藤
布
と
絹
織
物
を
融
合
さ
せ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
タ
イ
ル
製
品
を
藤

の
糸
づ
く
り
か
ら
自
社
一
貫
で
生
み
出
す

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

　

遊
絲
舎
は
も
と
も
と
地
元
・
京
丹
後
で

名
産
の
絹
織
物「
丹
後
ち
り
め
ん
」を
扱

う
老
舗
・
小
石
嘉
織
物
の
子
会
社
と
し
て

誕
生
し
た
。同
社
の
代
表
を
務
め
る
小
石

原
氏
が
藤
布
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
１
９

８
５
年
。テ
レ
ビ
番
組
を
通
じ
て
の
出
会

い
だ
っ
た
。「
先
祖
代
々
シ
ル
ク
製
造
一
筋

で
し
た
が
、縄
文
時
代
に
使
わ
れ
た
藤
布

を
手
間
暇
か
け
て
つ
く
り
続
け
て
い
る
女

性
達
の
姿
に
感
銘
を
受
け
た
。ず
っ
と
携

わ
っ
て
き
た
織
物
の
原
点
を
学
び
た
い
、

代表

かつて縄文時代に衣服の生地として使われた「藤布(ふじふ)」を使った
オリジナル商品を藤の糸づくりから一貫して行う「遊絲舎」。
藤布と絹を織り合わせた独自のテキスタイルが評価を受け、
繊維業界のオリンピック、プルミエール・ヴィジョンに出展するまでに成長した。

氏

古
代
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

　
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
！

そ
し
て
伝
統
を
途
絶
え
さ
せ
て
は
い
け
な

い
と
思
っ
た
」と
い
う
。す
ぐ
に
女
性
達
が

い
る
宮
津
市
上
世
屋
を
訪
ね
た
小
石
原

氏
は
、現
地
で
そ
の
工
程
を
体
験
し
、さ

ら
に
本
腰
を
入
れ
て
技
術
を
習
得
す
る

た
め
、女
性
た
ち
の
伝
承
者
を
中
心
と
し

た
講
習
会
に
参
加
。四
苦
八
苦
し
な
が
ら

も
、手
間
暇
を
惜
し
ま
な
い
昔
な
が
ら
の

工
程
を
マ
ス
タ
ー
し
た
。１
９
８
９
年
に

は
自
分
達
が
新
た
な
伝
承
の
担
い
手
に
な

ろ
う
と
藤
織
り
保
存
会
を
設
立
。体
得

し
た
技
術
を
様
々
な
人
に
伝
え
る
場
を

増
や
し
て
い
っ
た
。し
か
し
、次
第
に
小
石

原
氏
は
藤
布
の
伝
承
活
動
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
広
く
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
も
の
づ
く
り
が
し
た
い
と
、藤
布

と
絹
を
融
合
し
た
製
品
の
商
品
化
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
。そ
れ
が「
遊
絲
舎
」の
始

ま
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

上
品
で
華
や
か
な
も
の
か
ら
幾
何
学

的
な
柄
ま
で
多
彩
に
表
現
し
な
が
ら
、天

然
素
材
な
ら
で
は
の
古
色
蒼
然
と
し
た

味
わ
い
を
十
分
に
引
き
出
す
遊
絲
舎
の

藤
布
。な
ん
と
い
っ
て
も
魅
力
は
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
品
な
ら
で
は
の
着
心
地
や
使
い

勝
手
の
良
さ
、顧
客
ひ
と
り
ひ
と
り
の
要

望
に
応
え
た
デ
ザ
イ
ン
性
な
ど
に
あ
る
。

　

帯
を
は
じ
め
巾
着
や
財
布
な
ど
小
物

類
ま
で
様
々
な
製
品
を
生
み
出
し
て
き
た

小
石
原
氏
は
使
う
人
に
愛
着
を
持
っ
て
も

ら
い
、長
く
使
い
込
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
る
。手
作
業
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
つ

く
り
あ
げ
る
遊
絲
舎
だ
か
ら
こ
そ
、客
の

心
に
響
く
商
品
を
生
み
出
せ
る
の
だ
。

　

着
々
と
形
と
な
っ
て
き
た
遊
絲
舎
の
商

品
開
発
も
、当
初
は
求
め
ら
れ
る
製
品
が

具
体
的
に
わ
か
ら
ず
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
た
。開
発
に
は
手
間
と
お
金
だ

け
が
嵩
み
、藤
布
だ
け
で
は
全
売
上
の
１

％
に
し
か
満
た
な
い
状
況
。周
囲
か
ら
も

道
楽
と
し
か
思
わ
れ
ず
、肩
身
の
狭
い
思

い
が
続
い
た
と
い
う
。そ
ん
な
時
、転
機
と

な
っ
た
の
は
奈
良
で
開
催
し
た
個
展
だ
っ

た
。市
場
か
ら
消
え
か
け
て
い
た
稀
少
な

藤
布
製
品
は
予
想
以
上
の
注
目
を
集
め
、

話
題
を
聞
き
つ
け
た
バ
イ
ヤ
ー
ま
で
も
が

訪
れ
た
と
い
う
。こ
の
出
会
い
を
き
っ
か
け

に
、有
名
な
展
示
会
に
出
展
す
る
機
会
が

あ
り
、そ
こ
で
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
良
さ

に
気
が
付
い
た
。

　

元
々
、小
石
原
氏
は
、素
材
確
保
の
困

難
や
、オ
ー
ル
手
作
業
で
の
生
産
を
理

由
に
、藤
布
は
卸
販
売
に
は
向
か
な
い

と
感
じ
て
い
た
。実
際
に
会
っ
て
、オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
品
を
つ
く
る
方
が
、こ
の

稀
少
な
伝
統
布
に
は
適
し
て
い
る
と
気

づ
い
た
の
だ
。

　

｢

現
在
で
は
百
貨
店
の
職
人
展
や
京
都

物
産
展
な
ど
に
出
展
し
て
様
々
な
お
客

様
に
触
れ
合
う
機
会
が
増
え
ま
し
た
。地

元
の
店
舗
で
は
、ツ
ア
ー
で
京
丹
後
を
訪

れ
る
団
体
客
か
ら
の
見
学
・
体
験
の
申
し

込
み
が
増
え
て
い
て
、店
舗
販
売
も
少
し

ず
つ
芽
が
出
て
き
た
所
で
す
。」小
石
原
氏

は
満
面
の
笑
み
で
語
っ
て
く
れ
た
。い
ま

や
売
上
の
殆
ど
が
藤
布
製
品
で
占
め
る

と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

藤
布
に
適
し
た

セ
ー
ル
ス
が
成
功
へ
導
く
！

今月の特集インタビュー

がんばってます!

　小石原さんは平成１７年から当連合会が実施
したＪＡＰＡＮブランド育成支援事業への参加を
契機に欧州への進出を果たし、今回、大手メゾン
バイヤーからの推薦による「プルミエール・ヴィジ
ョン・プリュリエル」への招待出展という栄誉を勝
ち取りました。これからも伝承者で京もの認定工
芸士である長男の充保さんとともに自然と調和し
た「丹後藤布」を引き続き海外にアピールし、あわ
せて国内需要にも繋げてほしいと期待しています。

岡経営支援員
1本1本手作業で織り成す

プルミエール・ヴィジョンの様子

遊絲舎

遊
絲
舎
の
世
界
進
出
や
、

藤
栽
培
の
取
組
み
に
つ
い
て
は

w
e
b
で
じ
っ
く
り
お
読
み
下
さ
い
。

京都商工連だより

掲載対象企業　　商工会員　　本会特別会員　　中小企業団体 等

http://biz.kyoto-fsci.or.jp

平成24年１月11日（水）～17日（火）
　午前10時～午後8時（最終日閉場　午後5時）
㈱大丸松坂屋百貨店
大丸京都店７階催会場にて

府内商工会から
隠れた「逸品」や
「特産品」を出展！

第14回～丹後・丹波・山城～
京の味めぐり・技くらべ展

成 年

第
京近日開催告知

お誘い合わせの上、
多数ご来場ください。
お待ちしております。

『京のふるさと館』１月末で閉館　ご協力ありがとうございました。
　昨年５月右京区嵐山に開設しました「京のふるさと館」は本年１月末を以って閉館いたします。当館は府内商工会地域特産品のアンテナショップ兼
観光情報発信基地として、京都を訪れる観光客の方々に府内商工会地域の魅力を伝えてきました。
　現在は東北復興産品販売にも力を入れています。会期は残り僅かですが、お近くにお越しの際は是非一度お立ち寄りください。

お問い合わせ　調査役付（販路開拓担当） 
岡村 075-314-7151
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新年明けましておめでとうございます。
　府内商工会会員の皆様には、ご家族お揃いで佳き新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年は東北地方を襲った未曾有の大震災があり、日本国民はもとより全世界の人々が津波の恐ろしさを実感した年でした。そうした
中、国賓として来日されたブータンのワンチュク国王は、国会での演説において日本国民に自信と希望を与えて下さいました。特に、全世
界で大災害が発生した際、いち早く立ち上がり、復興に立ち向かう国があるとしたら、それは日本国と日本国民であると、賞賛されました。
　今、地方を取り巻く経済環境は、地域格差、円高、高齢化、公共工事及び人口の減少等もあり誠に厳しい状況にあります。今年こそ、事
業者は従来の｢待ち｣の姿勢から｢攻め｣に転じる年かと思います。今日まで、経費節減やリストラで生き残りを図って来ましたが、｢昼寝の
竜｣を叩き起こし、｢昇竜｣に経営転換を図る年かと思います。
　商工会も経営支援員による巡回指導を積極的に行い、知識と智恵をもってご相談に応じます。
　経営支援員各位の更なるご健闘を祈る次第です。
　　

京丹波町商工会長　田畑 修一

新年明けましておめでとうございます。

一筆啓上  (商工会長シリーズ)

御生菓子司 ふたば 精華町商工会員

詳しくは、HP：ふたば．jp をご覧ください。

☎0774-29-4529
店舗：〒619-0240 相楽郡精華町祝園西1-40-4（精華町役場前）

（有）義定刃物 久御山町商工会員

☎075-541-6618

☎0774-44-0748
工房：〒613-0034 久世郡久御山町佐山新開地82-1

店舗：〒605-0981 京都市東山区本町6丁目１-4

左記何れでもお買い
求めいただけます。

このコーナーで
は商工会員の「新商品」「逸品」「注目商品」についてご紹介いたします。

こんなんどうですぅ～

　当店は、京都府の南西端の精
華町で、京都に代々受け継がれる
技術で造り上げる伝統的な和菓
子と新しい感性で造り上げる新作
和菓子を製造販売しております。
　「太古のまつり」は祝園神社で

行われる「いごもり祭」にちなんで命名。生地は
卵・砂糖・小麦粉・はちみつ・重曹、中身の
餡は北海道産の十勝小豆を使用。しっと
りとした口どけの食感にあっさりとした味
で、シンプルさにこだわりました。一枚一枚
こだわりの手焼きです。
　店のオープン当初より大人気商品です。

写真は保津川２本セット
価格：13，650円（税込）

平成23年春 黄綬褒章受章
十代目鍛冶師 山口 悌市朗

写真は保津川２本セット

　１２００年前に都が移り、京都は文化・歴史と
共に多くの優秀な鍛冶師が育つ地となり、京
刃物が生まれました。そんな鍛冶師が作る包
丁セットは、錆びにくい鋼を使用した三徳包
丁は、野菜や肉用に使用でき、ぺティナイフ
は魚の刺身・果物等に使用できます。大変
長切れし、衛生的で使い易い商品です。

　八幡市商工会では、昨年度から、商工会会員を増やすために「加入者増加大作戦」と銘打って加入勧奨活動を実施し、９月１ケ月で38件の新規会員を
増やすことが出来ました。
　八幡市内を4つの地区に分け、未加入者のリストを職員が会員名簿と電話帳を照らし合わせて作成し加入促進月間である９月を前に、地区支部長宛に
送付して、地域内で加入促進会議を実施しました。その時期に併せて、未加入者に対して「加入」を呼び
掛けるチラシを送付した上で、役員と担当職員とで巡回加入勧奨を行いました。同期間中は他の業務を
差し置いて、職員は自ら立てた「新規加入目標件数」達成を体験しました。
　９月１４日～１５日は、美濃山地区を重点地区として職員全員でローラー作戦を展開して、４件の加入を
実現するなど目に見える成果をあげることができました。これまでにない新規加入者としては、大手コンビ
ニチェーン店が４件が加入するなどの成果を引き出すことが出来ました。「加入者増加大作戦」としての
取り組みは、未加入者囲い込み作戦と加入促進ローラー作戦の外に、「脱会者の防止作戦」として脱会
者に対し、必ずその脱会理由を確かめて、「廃業」以外の脱会予防にも努めているところです。
　そのような活動から、八幡市商工会では、８００会員維持につなげることができました。
（９月末現在の会員数8１６）

加入者増加大作戦! ～38新規会員加入～

八幡市商工会　植松事務局長 商工会の加入説明を聞く事業者

あなたのスキルはまだまだ伸ばせる！
主に中小企業の在職者の方を対象に、ものづくり分野における職業能力の開発および向上を図るための職業訓練コースです。
ポリテクセンター京都が提供する能力開発セミナーをご活用ください。

  コース番号                                                            コース名                分野 定員     実施日   受講料
 1 83-2 光ケーブル端末処理技術 電気・電子技術分野 12名 1/14～15 15,400円
 2 45-2 製造業におけるコストダウン実践法（ティアダウン・VE手法の活用例の習得） 機械技術分野 15名 1/17～18 14,000円
 3 18-2 熱処理技術（一般熱処理と表面硬化） 機械技術分野 10名 1/18～20 20,200円
 4 1-2 機械設計技術者のための総合力学 機械技術分野 12名 1/24～26 12,100円
 5 3-2 機械設計製図（機械要素編） 機械技術分野 9名 1/25～27 19,300円
 6 41-1 MP（保全予防）設計体系構築技術－ライフコストミニマム実現－ 機械技術分野 12名 1/25～27 39,600円
 7 37-3 機械保全実践技術（事例・解決編） 機械技術分野 10名 1/31～2/2 19,300円
 8 52-2 アナログ回路の設計・評価技術（オペアンプ編） 電気・電子技術分野 10名 2/1～2 16,000円
 9 62-2 μITRONによる組込み制御実践技術 電気・電子技術分野 10名 2/1～3 18,000円
 10 75-2 数値処理によるPLC制御技術（オムロン編） 電気・電子技術分野 10名 2/1～3 18,500円
 11 70-4 電動機制御のための有接点シーケンス制御 電気・電子技術分野 10名 2/6～9 18,000円
 12 33-3 実践被覆アーク溶接（各種姿勢編） 機械技術分野 10名 2/7～9 27,200円
 13 81-2 高圧受変電設備と保護継電器試験技術 電気・電子技術分野 10名 2/7～9 19,300円
 14 82-2 光通信利用実践技術 電気・電子技術分野 12名 2/17～19 20,500円

※ 講座名、日程、氏名、住所、電話番号を記入の上、FAXによりお申し込みください。
※ 上記のほか、企業様のご要望に応じた研修のご相談を承ります。お気軽にご相談ください。
     詳しくは、URL：http://www3.jeed.or.jp/kyoto/poly/zaishoku/index.html　をご覧ください。

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構
京都職業訓練支援センター

TEL：075-951-7398　　FAX：075-951-7393

平成23年度
むらおこし特産品コンテストで
全国商工会連合会長賞受賞！

『大商工祭』 ～丹後・丹波・山城の逸品市～ を開催

　平成23年度むらおこし特産品コンテス
ト（食品部門）では、全国の40都道府県商
工会地域より76の逸品が出品され、審査の
結果、長岡京市商工会員“うお寿（竹の子姿
ずし）”が全国商工会連合会長賞を受賞さ
れました。

すべての都道府県で地域別最低賃金額が改定されました。すべての都道府県で地域別最低賃金額が改定されました。すべての都道府県で地域別最低賃金額が改定されました。
京都府では、平成23年10月16日より発効

●最低賃金とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低額を定めるもので、使用者は、最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。 
●仮に最低賃金額より低い賃金を労働者、使用者双方の合意の上で定めても、 最低賃金法によって無効とされ、
　最低賃金額と同様に定めをしたこととなり、最低賃金額を支払わなくてはなりません。

●地域別最低賃金以上の賃金額を支払わない場合には、罰則（50万以下の罰金）が定められています。
●貴社の労働者の賃金額が地域別最低賃金額を下回ることのないように、金額をご確認ください。
●派遣労働者については、派遣先の事業場に適用されている地域別最低賃金又は特定(産業別)最低賃金が適用されます。

京都府

全国加重平均額

厚生労働省

751円/時

737円/時

　府内商工会から地域の隠れた逸品や産品をPR販売
するため11月26日（土）～27日（日）に京都府総合見本
市会館（パルスプラザ）において、例年多くの方で賑わ
う「京都府農林水産フェスティバル」と同時開催で、昨
年に引き続き「大商工祭」～丹後・丹波・山城の逸品市
～を開催しました。
　会場では、府内22商工会のうち10商工会が地域の
特産品をPR販売し、同時開催で東北復興応援フェアブ
ースを設けて復興支援を行ないました。開催両日とも
天候に恵まれ、近所の住民をはじめ、大変多くの家族
連れなどが来場され、2日間で約4万7千人の入場者で
賑わいました。
　出展事業者は、「丹後」から商工会６支所より選りすぐりの産品の販売をはじめ、「丹波」から京風むし菓
子“みなのそば”（南丹市）、「山城」から“やわた黒カレー”（八幡市）など、本事業を活用し、一般消費者に対
し自社商品のアピールを効果的に行うことが出来ました。
　本会では、今後もこのような事業を通じて、出展事業者どうしの情報交換や顧客獲得にむけた効果的な
商品PR活動に取り組んでいく予定です。

「竹の子姿ずし」

お問い合わせ：うお寿　長岡京市今里 2-17-8
TEL.075-951-0325

御生菓子司 ふたば

「太古のまつり」 「京刃物」
（有）義定刃物

価格：１個 15
0円（税込）

行われる「いご
１個 150円（

税込）
価格：１個 15

0円（税込

（有）義定刃物物物

定価：13,650円の包丁セットを
特別価格：11,550円でご提供します。

京都商工連だより1月号ご持参の方に限り

（2月末までの限定販売）

精華町商工会員

の
と
味
枚

京都商工連だより
1月号

ご持参の方に限り

全商品5%引で
ご提供します。

（お1人様1回限り
。1月末まで）
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新年明けましておめでとうございます。
　府内商工会会員の皆様には、ご家族お揃いで佳き新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年は東北地方を襲った未曾有の大震災があり、日本国民はもとより全世界の人々が津波の恐ろしさを実感した年でした。そうした
中、国賓として来日されたブータンのワンチュク国王は、国会での演説において日本国民に自信と希望を与えて下さいました。特に、全世
界で大災害が発生した際、いち早く立ち上がり、復興に立ち向かう国があるとしたら、それは日本国と日本国民であると、賞賛されました。
　今、地方を取り巻く経済環境は、地域格差、円高、高齢化、公共工事及び人口の減少等もあり誠に厳しい状況にあります。今年こそ、事
業者は従来の｢待ち｣の姿勢から｢攻め｣に転じる年かと思います。今日まで、経費節減やリストラで生き残りを図って来ましたが、｢昼寝の
竜｣を叩き起こし、｢昇竜｣に経営転換を図る年かと思います。
　商工会も経営支援員による巡回指導を積極的に行い、知識と智恵をもってご相談に応じます。
　経営支援員各位の更なるご健闘を祈る次第です。
　　

京丹波町商工会長　田畑 修一

新年明けましておめでとうございます。

一筆啓上  (商工会長シリーズ)

御生菓子司 ふたば 精華町商工会員

詳しくは、HP：ふたば．jp をご覧ください。

☎0774-29-4529
店舗：〒619-0240 相楽郡精華町祝園西1-40-4（精華町役場前）

（有）義定刃物 久御山町商工会員

☎075-541-6618

☎0774-44-0748
工房：〒613-0034 久世郡久御山町佐山新開地82-1

店舗：〒605-0981 京都市東山区本町6丁目１-4

左記何れでもお買い
求めいただけます。

このコーナーで
は商工会員の「新商品」「逸品」「注目商品」についてご紹介いたします。

こんなんどうですぅ～

　当店は、京都府の南西端の精
華町で、京都に代々受け継がれる
技術で造り上げる伝統的な和菓
子と新しい感性で造り上げる新作
和菓子を製造販売しております。
　「太古のまつり」は祝園神社で

行われる「いごもり祭」にちなんで命名。生地は
卵・砂糖・小麦粉・はちみつ・重曹、中身の
餡は北海道産の十勝小豆を使用。しっと
りとした口どけの食感にあっさりとした味
で、シンプルさにこだわりました。一枚一枚
こだわりの手焼きです。
　店のオープン当初より大人気商品です。

写真は保津川２本セット
価格：13，650円（税込）

平成23年春 黄綬褒章受章
十代目鍛冶師 山口 悌市朗

写真は保津川２本セット

　１２００年前に都が移り、京都は文化・歴史と
共に多くの優秀な鍛冶師が育つ地となり、京
刃物が生まれました。そんな鍛冶師が作る包
丁セットは、錆びにくい鋼を使用した三徳包
丁は、野菜や肉用に使用でき、ぺティナイフ
は魚の刺身・果物等に使用できます。大変
長切れし、衛生的で使い易い商品です。

　八幡市商工会では、昨年度から、商工会会員を増やすために「加入者増加大作戦」と銘打って加入勧奨活動を実施し、９月１ケ月で38件の新規会員を
増やすことが出来ました。
　八幡市内を4つの地区に分け、未加入者のリストを職員が会員名簿と電話帳を照らし合わせて作成し加入促進月間である９月を前に、地区支部長宛に
送付して、地域内で加入促進会議を実施しました。その時期に併せて、未加入者に対して「加入」を呼び
掛けるチラシを送付した上で、役員と担当職員とで巡回加入勧奨を行いました。同期間中は他の業務を
差し置いて、職員は自ら立てた「新規加入目標件数」達成を体験しました。
　９月１４日～１５日は、美濃山地区を重点地区として職員全員でローラー作戦を展開して、４件の加入を
実現するなど目に見える成果をあげることができました。これまでにない新規加入者としては、大手コンビ
ニチェーン店が４件が加入するなどの成果を引き出すことが出来ました。「加入者増加大作戦」としての
取り組みは、未加入者囲い込み作戦と加入促進ローラー作戦の外に、「脱会者の防止作戦」として脱会
者に対し、必ずその脱会理由を確かめて、「廃業」以外の脱会予防にも努めているところです。
　そのような活動から、八幡市商工会では、８００会員維持につなげることができました。
（９月末現在の会員数8１６）

加入者増加大作戦! ～38新規会員加入～

八幡市商工会　植松事務局長 商工会の加入説明を聞く事業者

あなたのスキルはまだまだ伸ばせる！
主に中小企業の在職者の方を対象に、ものづくり分野における職業能力の開発および向上を図るための職業訓練コースです。
ポリテクセンター京都が提供する能力開発セミナーをご活用ください。

  コース番号                                                            コース名                分野 定員     実施日   受講料
 1 83-2 光ケーブル端末処理技術 電気・電子技術分野 12名 1/14～15 15,400円
 2 45-2 製造業におけるコストダウン実践法（ティアダウン・VE手法の活用例の習得） 機械技術分野 15名 1/17～18 14,000円
 3 18-2 熱処理技術（一般熱処理と表面硬化） 機械技術分野 10名 1/18～20 20,200円
 4 1-2 機械設計技術者のための総合力学 機械技術分野 12名 1/24～26 12,100円
 5 3-2 機械設計製図（機械要素編） 機械技術分野 9名 1/25～27 19,300円
 6 41-1 MP（保全予防）設計体系構築技術－ライフコストミニマム実現－ 機械技術分野 12名 1/25～27 39,600円
 7 37-3 機械保全実践技術（事例・解決編） 機械技術分野 10名 1/31～2/2 19,300円
 8 52-2 アナログ回路の設計・評価技術（オペアンプ編） 電気・電子技術分野 10名 2/1～2 16,000円
 9 62-2 μITRONによる組込み制御実践技術 電気・電子技術分野 10名 2/1～3 18,000円
 10 75-2 数値処理によるPLC制御技術（オムロン編） 電気・電子技術分野 10名 2/1～3 18,500円
 11 70-4 電動機制御のための有接点シーケンス制御 電気・電子技術分野 10名 2/6～9 18,000円
 12 33-3 実践被覆アーク溶接（各種姿勢編） 機械技術分野 10名 2/7～9 27,200円
 13 81-2 高圧受変電設備と保護継電器試験技術 電気・電子技術分野 10名 2/7～9 19,300円
 14 82-2 光通信利用実践技術 電気・電子技術分野 12名 2/17～19 20,500円

※ 講座名、日程、氏名、住所、電話番号を記入の上、FAXによりお申し込みください。
※ 上記のほか、企業様のご要望に応じた研修のご相談を承ります。お気軽にご相談ください。
     詳しくは、URL：http://www3.jeed.or.jp/kyoto/poly/zaishoku/index.html　をご覧ください。

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構
京都職業訓練支援センター

TEL：075-951-7398　　FAX：075-951-7393
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むらおこし特産品コンテストで
全国商工会連合会長賞受賞！

『大商工祭』 ～丹後・丹波・山城の逸品市～ を開催

　平成23年度むらおこし特産品コンテス
ト（食品部門）では、全国の40都道府県商
工会地域より76の逸品が出品され、審査の
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京都府では、平成23年10月16日より発効

●最低賃金とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低額を定めるもので、使用者は、最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。 
●仮に最低賃金額より低い賃金を労働者、使用者双方の合意の上で定めても、 最低賃金法によって無効とされ、
　最低賃金額と同様に定めをしたこととなり、最低賃金額を支払わなくてはなりません。

●地域別最低賃金以上の賃金額を支払わない場合には、罰則（50万以下の罰金）が定められています。
●貴社の労働者の賃金額が地域別最低賃金額を下回ることのないように、金額をご確認ください。
●派遣労働者については、派遣先の事業場に適用されている地域別最低賃金又は特定(産業別)最低賃金が適用されます。
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全国加重平均額
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　府内商工会から地域の隠れた逸品や産品をPR販売
するため11月26日（土）～27日（日）に京都府総合見本
市会館（パルスプラザ）において、例年多くの方で賑わ
う「京都府農林水産フェスティバル」と同時開催で、昨
年に引き続き「大商工祭」～丹後・丹波・山城の逸品市
～を開催しました。
　会場では、府内22商工会のうち10商工会が地域の
特産品をPR販売し、同時開催で東北復興応援フェアブ
ースを設けて復興支援を行ないました。開催両日とも
天候に恵まれ、近所の住民をはじめ、大変多くの家族
連れなどが来場され、2日間で約4万7千人の入場者で
賑わいました。
　出展事業者は、「丹後」から商工会６支所より選りすぐりの産品の販売をはじめ、「丹波」から京風むし菓
子“みなのそば”（南丹市）、「山城」から“やわた黒カレー”（八幡市）など、本事業を活用し、一般消費者に対
し自社商品のアピールを効果的に行うことが出来ました。
　本会では、今後もこのような事業を通じて、出展事業者どうしの情報交換や顧客獲得にむけた効果的な
商品PR活動に取り組んでいく予定です。

「竹の子姿ずし」

お問い合わせ：うお寿　長岡京市今里 2-17-8
TEL.075-951-0325
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新年のごあいさつ
平成24年度人事異動について／国会議員懇談会／人事一元化に係る連合会の活動報告／
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『大商工祭』 を開催／むらおこし特産品コンテストで全国商工会連合会長賞受賞！／
すべての都道府県で地域別最低賃金額が改定されました／あなたのスキルはまだまだ伸ばせる！
シリーズ わがまち…宇治田原町
ネットde会計eco 京都 version／はじめてみませんか？ ネットで申告・納税！
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宇治田原町商工会

TEL：0774-88-4180　FAX：0774-88-4678

シリーズ わがまちシリ ズ 

～歴史ロマン溢れる
　　　　　お茶の里 宇治田原～
　皆さん、「七人の侍の誓い」を知っていますか？伊勢新九郎と他六人の侍が伊勢神宮において「この七人いかなることありとも不和の
ことあるべからざること。互いに助けをなして軍功を励まし、高名を極めむべし。また、一人も勝れて大名となるならば、残る人々は家人と
なりてその一人を取り立て、国をあまた治むべし。」 すなわち、七人の中で、だれか一人が出世した場合、残りの六名はその者の家臣と
なり協力して国を興そうではないかという伊勢神宮の神水で誓いをたてたというものです。
 伊勢新九郎とは後の北条早雲であり、なんとなんと！その六人の内三名がわが町宇治田原の出身であります。司馬遼太郎著書の「箱
根の坂」の冒頭にはわが町出身の三名の侍が宇治田原郷を舞台に現れます。三名の侍は、荒木、大道寺、山中氏です。宇治田原の地
名に荒木という地域があり、又、地名ではありませんが、大導寺という集落名が存在しており、その集落内に山中という家もあって、大道
寺氏は豊臣秀吉による小田原城陥落の折に断絶しますが、その後、徳川家康に保護され江戸時代には脈 と々引継がれます。
 本能寺の変の折に堺にいた徳川家康が山口城（宇治田原町郷之口）で休憩し、馬を換えて信楽街道を通り伊賀を経由して伊勢に入
り伊勢湾を渡って無事三河に到着した事は有名です。平成２３年の大河ドラマでも江と家康が馬に乗って伊賀を越えて伊勢に入る処
が画かれておりました。何か歴史のロマンを感じるとともに宇治田原から伊勢神宮に参拝すれば何かご利益があるかもしれません。
　宇治田原と言えば「日本緑茶発祥の地」であり、いつの日か司馬遼太郎作の「箱根の坂」で大河ドラマの第１回目の舞台に宇治田原
町が画かれる年を迎える事に乞うご期待下さい。

宇治田原町商工会主催　「第16回宇治田原四季フォトコンテスト」京都府商工会連合会長賞　受賞作品
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宇治田原町

経営支援課　山本まで
電話　075-314-7151

3タイプのサービスが選べます。
お申込みの際にお近くの商工会とご相談の上お選び下さい。
1.自計　　⇒全て自社で入力。リアルな収支がその場でわかる。
　　　　　　商工会とは会計情報共有しない。顧問税理士と ID 共有が可能。
2.自計代行⇒基本自社で入力するので、リアルな収支がその場でわかる、
　　　　　　商工会と情報共有し不明な部分は商工会に教えてもらう。
3. 記帳代行⇒全て商工会にお任せ。ただしリアルタイムな収支は掴めない。

クラウドサービスを利用しますのでソフトのインストールは不要です。
会計情報をリアルタイムで複数メンバーで共有できます。

　　例：事業所と商工会、社長さんと経理担当者等

IDとインターネット環境（IE6～8）さえあればどこからでもアクセス可
詳しいスペックはお問合せ下さい。

1．自計　2．自計代行共に導入サポートあり

利用料は各商工会にお問合せ下さい！

インターネットを利用して、
申告、申請・届出等ができます。
所得税の申告でe-Taxを
利用（電子証明書を取得した場合）すると…

はじめてみませんか？ ネットで申告・納税！

❶平成23年分は4,000円の
　税額控除
　 　（一定の要件あり）

❷還付金がスピーディー
❸添付書類の提出省略
　 　（一定の要件あり）

イータ君

イータ君

詳しくは、e-Taxホーム
ページをご覧ください。

e-Tax

ネットde会計エコ京都

商工会のサポートが受けられる　唯一の会計ソフト

ネットde会計eco 京都 version
あなたもやってみませんか？

詳しくは、お近くの商工会へお問合せ下さい。
　　　　　　　　　もしくは京都府商工会連合会

　仕訳に迷ったら画面に付箋をはってSOS。
商工会職員が付箋で折り返しお教えします。
（自計代行のみサポート） https://asp.kyoto-fsci .or. jp/

特
徴

下さい。
場でわかる

デモ画面で
お確かめ下さい。

宇治田原町

人権擁護啓発ポスター
コンクール

京都府商工会連合会長賞
八幡市立男山第二中学校1年

前川琴瑚さんの作品


